
様式例６－４（農地中間管理事業法第１８条第５項第２号関係）　　※個人・法人を問わず記入

　

　なお、誓約を履行しない場合には、設定した権利の解除手続きに協力します。

１　農地のすべてを効率的に利用して、耕作等の事業を行うこと。

２　必要な農作業に常時従事すること。

    （常時従事する見込みがない場合）

　　地域の他の農業者との適切な役割分担の下に、継続的かつ安定的に農業経営を行うこと。

　（常時従事する見込みがない法人の場合）

　　業務執行役員の１人以上が耕作等の事業に常時従事すること。

３　周辺の農地利用に悪影響を及ぼさないこと。

４　農地中間管理機構からの求めに応じて、賃借権の設定等を受けた農用地等の利用状況を報告すること。

５　賃借料の支払いに応じること。

６　農業に関する法令（農地法（第３条、第４条、第５条、第42条、第51条）、農業振興地域の整備に関する法律（第15条の２、３）、

　　種苗法（第20条、第25条）農薬取締法（第24条））を遵守していること。
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※　個人の場合は自署もしくは記名押印、法人の場合は記名押印

　この度、私は農地中間管理事業の推進に関する法律（平成25年法律第101号）の規定による賃借権の設定等の申し出を行うにあたり、
権利取得後において下記の事項について誓約します。

記 


